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主 な 内 容

新小学一年生へランドセルのプレゼント

４月に入学するお子さんへ、町からランドセルの
プレゼントです。昭和49年から続いており、今回
で50回目を迎えました。
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住みたい、住み続けたい町づくり

移住・定住の取り組み

2023年版「住みたい田舎」ベストランキング

４部門すべてにランクイン！
　２月３日発行の「田舎暮らしの本」2023 年２月号( 発行：宝島社) で、
2023 年版 第11 回「住みたい田舎」ベストランキングが発表されました。
飯島町は、人口１万人未満のまち４部門のうちすべての部門にラ
ンクインし、そのうち２部門( 若者世代・単身者部門、子育て世帯
部門) で、トップ10 に入りました。特に、若者世代・単身者部門で
は、県内では１位という結果になっています。

「住みたい田舎」
ベストランキング

株式会社宝島社が毎年行っている
全国の市町村からのアンケート

結果をもとに各部門やエリア
ごとにそれぞれ順位付けし

たものです。雑誌では上位
にランクインした自治

体が順位とともに
掲載されます。

人口１万人未満のまち（回答自治体：150）

◇ 総合部門：16 位　（県内 ４位）
◇ 若者世代・単身者部門：7 位　（県内 １位）
◇ 子育て世代部門：6 位　（県内 ２位）
◇ シニア世代部門：28 位　（県内 ４位）

　□ �ｉｉネイチャー春日平や千人塚公園櫻山といったワー
ケーション施設やコワーキングスペースが充実し、リモー
トワークができる環境が整備されました。

　□ �保育園の年少クラス以上の給食費( 副食費) が無料化され
ました。

　□ �町内初の病児・病後児保育施設「おひさまハウス」がオー
プンしました。

　□ �町に住んでいる方も移住者の方も住宅取得・リフォームで使
える「飯島でマイホーム」住宅関連補助金が始まりました。

こんな取り組みが評価されました

▶地域創造課 定住促進室の職員

問 地域創造課 定住促進室

移住に
ついて

のあれ
これ

お気軽
にご相

談くだ
さい！



▲詳しくは、町ホームページをご覧ください。
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たくさん申請をいただいています！

「飯島でマイホーム」住宅関連補助金
飯島でマイホーム 
住宅関連補助金

令和４年度から始まった、若者世帯の住宅
取得・住宅リフォーム、民間事業者による
宅地開発に対する飯島町独自の補助金。
補助額最大200 万円。
申請には一定の要件を満たす必要が
あります。

町の魅力を積極的にＰＲ！

移住・定住セミナー行っています

　地域創造課 定住促進室では、移住希望の方や興味がある方向け
のセミナーを行っています。東京や名古屋などへ出向き、直接お
話することもありますが、オンラインセミナーも積極的に行って
います。パンフレットやホームページだけでは伝えきれない生の
声や様子を発信しており、好評です。

　□ 移住セミナーの開催、オンライン相談の実施
　□ 飯島流ワーケーションの体験メニューの紹介
　□ 「飯島でマイホーム」住宅関連補助金の広報
など、少しでも飯島町に興味を持ってもらえるように引き続き取
り組みます。 12 月に東京 銀座で行ったセミナーの様子

です。現地とWeb を併用して開催し、多くの
方にご参加いただきました。セミナーには
地域おこし協力隊員も参加！

１．飯島町に光をそそぐマイホーム取得補助金
　 ◇申請件数：38 件（うち町外者 31.6％）
２．飯島町に光をそそぐ住宅リフォーム支援補助金
　 ◇申請件数：27 件 ( うち町外者 11.1％)
３．飯島町民間宅地開発補助金
　 ◇申請件数：３件

補助金の実績 
(令和４年12月31日時点)

飯島町でいい暮らし♪

新築特典交付第１号
中城 翔太さんご一家（南割）

１月10 日、マイホーム取得補助金町内業者
による新築第１号の中城さん宅で特典贈
呈セレモニーを行いました。
旦那さまの翔太さんは駒ヶ根市出身、奥さ
まのふゆなさんは富士見町出身で、町外か
らのＩターンです。 
翔太さんの仕事の都合で飯島町へ転入。そ
のままご縁があり住宅を新築されました。

「飯島町は花火がよく見られていい所で
す」と話してくれました。

◇特典【マイホーム取得補助金の対象で、町内業者を利用した場合】
　・お米60キログラム
　・いいちゃん商品券 20,000円分

絶賛申請 
受付中！
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2023.02

嶋田　裕也
しまだ　　　ひろや

空き家利活用担当

伊藤　沙季
いとう　 　　さき

農業研修と

関係人口創出担当

「
い
っ
た
ん
完
成
見
学
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

 

左
頁
の
「
空
き
家
通
信
」
で
紹
介
し
て
い
る
Ｄ
Ｉ
Ｙ
型

賃
貸
借
事
例
は
、
実
は
嶋
田
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
卒

業
（
本
年
３
月
末
）
後
か
ら
空
き
家
関
連
事
業
の
拠
点
と

し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
物
件
に
な
り
ま
す
。「
ご
夫
婦
」

と
か
書
い
て
ま
す
が
、
う
ち
の
話
で
す
。
残
り
２
ヶ
月
（
記
事
作
成
時
）
を
切
り
、
昨
年

末
か
ら
急
ピ
ッ
チ
で
Ｄ
Ｉ
Ｙ
を
進
め
て
お
り
、
さ
ら
に
今
回
写
真
の
画
角
に
入
る
範
囲
だ

け
慌
て
て
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

 

さ
て
、　
月

　
・

　
日
（
土
日
）
に
任
期
中
最
後
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
空
き
家
を

所
有
し
て
い
る
人
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
が
好
き
な
人
、
興
味
が
あ
る
人
、
な
ど
な
ど
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
！

　
参
加
希
望
の
方
は
下
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
※
任
期
中
は
別
日
で
も

見
学
対
応
し
ま
す
の
で
、
当
日
ご
都
合
が
つ
か
な
い
け
ど
見
学
希
望
さ
れ
る
方
も
ぜ
ひ
。

 

題
名
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
見
つ
け
た
言
葉
な
の
で
す
が
、

ど
ん
な
に
人
気
な
も
の
で
も
す
べ
て
の
人
に
好
か
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
意
味
だ
と
私
は
捉
え

て
い
ま
す
。

 

ク
ロ
モ
ジ
ア
ッ
プ
ル
テ
ィ
ー
と
い
う
「
い
い
じ
ま
森
の
会
」
さ
ん
の
ク
ロ
モ
ジ
茶
と
町
内

農
家
さ
ん
の
り
ん
ご
を
使
用
し
て
作
っ
た
商
品
を
通
し
て
飯
島
町
の
魅
力
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
お
知
ら
せ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
の
で
す
が
断
ら
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
お
い
し
か
っ
た
か
ら
と
追
加
で
購
入
し

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
イ
ラ
ス
ト
が
か
わ
い
い
か
ら
お
茶
を
飲
み
終
わ
っ
た

後
も
使
っ
て
い
る
よ
」
と
嬉
し
い
お
話
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の

人
に
認
め
て
も
ら
う
こ
と
は
難
し
く
て

も
自
信
を
持
っ
て
お
勧
め
で
き
る
商
品

を
今
後
も
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

 

冬
の
間
も
剪
定
、
枝
拾
い
、
棚
付
け

と
農
作
業
し
て
い
ま
す
。
剪
定
で
さ
っ

ぱ
り
し
て
い
く
果
樹
園
を
見
て
達
成
感

を
感
じ
、
お
風
呂
に
入
っ
て
、
ご
飯
を

食
べ
て
、
布
団
で
寝
る
。
こ
れ
で
大
丈

夫
か
な
と
心
配
に
な
る
時
も
あ
れ
ば
こ

の
生
活
が
続
け
ば
い
い
な
と
思
う
時
も

あ
り
ま
す
。
焦
ら
ず
穏
や
か
に
過
ご
し

て
い
き
た
い
で
す
。

ハ
ン
バ
ー
グ
だ
っ
て
カ
レ
ー
だ
っ
て

好
き
じ
ゃ
な
い
人
も
い
る

３

18

19

見学会に関するお問合せはこちらまで
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新型コロナワクチン集団接種

小
学
生
「
税
に
つ
い
て
」の
書
道
作
品
入
賞
者

　
町
内
小
学
校
か
ら
計
91
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
、飯
島
・
七
久

保
小
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
授
賞
式
を
行
い
ま
し
た
。受
賞

さ
れ
た
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。次
年
も

た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※順不同

飯島小学校の受賞者の皆さん七久保小学校の受賞者の皆さん

　令和４年10月15日から開始した新型コロナウイルス オミクロン株対応ワクチンの集団接種は、
令和５年１月21日をもって接種可能人数の調整により終了しました。
　今後は、引き続き平日の町内医療機関と長野県が設置する集団接種会場で令和５年３月31日
まで接種が可能です。なお、４月以降の接種については国の方針が決まり次第お知らせします。

ご不明な点は、新型コロナワクチン専用ダイヤル ☎0265-86-8123 までお問合わせください。

コンクールで コンクールで 
表彰された皆さんを表彰された皆さんを

ご紹介しますご紹介します

飯島町 新型コロナワクチン接種率
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接種率従来株 オミクロン株接種人数

9,318
8,165 8,126

7,336

3,719
3,189

2,485

87.63 87.21
79.58

66.58

34.22

79

(令和５年２月６日時点)

※�オミクロン株対応ワクチンは、３～５回目接種のいずれかに含まれます。

上
伊
那
租
税
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
会
長
賞

上
伊
那
租
税
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
会
長
賞

　
桃も

も

澤ざ
わ

　
一い

ち

歩ほ 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）

　
竹た

け

澤ざ
わ

ひ
な
の 

さ
ん
（
七
久
保
小
学
校
）

町町  

表表  

彰彰

◇
金
賞

　
藤ふ

じ

井い

　
蘭ら

ん 

さ
ん

　 

（
飯
島
小
学
校
）

　
吉よ

し

岡お
か

　
大た

い

凱が 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）　

　
入い

り

田た

　
彩あ

や

里り 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）　

　
林

は
や
し

田だ

　
茉ま

桜お 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）　

　
中な

か

村む
ら

　
悠は

る

伸の
ぶ 

さ
ん
（
七
久
保
小
学
校
）

　
大お

お

嶋し
ま

　
彩さ

貴き 

さ
ん
（
七
久
保
小
学
校
）

◇
銀
賞

　
吉き

っ

川か
わ

　
希の

望の 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）　

　
古ふ

る

川か
わ

　
愛あ

い

莉り 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）　

　
古ふ

る

田た

　
穂ほ

乃の 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）　

　
北き

た

原は
ら

　
綾あ

や

乃の 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）　

　
小こ

林ば
や
し　

侑ゆ
う

菜な 

さ
ん
（
飯
島
小
学
校
）　

　
清き

よ

野の

　
一い

ち

史ふ
み 

さ
ん
（
七
久
保
小
学
校
）

　
清き

よ

野の

　
日か

歩ほ 
さ
ん
（
七
久
保
小
学
校
）

問 住民税務課 税務係
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農地を貸していても、 草刈りは地主が行うことを勧めています 
共益制度について 問 産業振興課 農政係

農業

　農地を地域の担い手に貸し出す方も増加している中、担い手の草刈り
が追いつかない課題に直面しています。
　そこで、飯島町営農センターでは「共益制度」の活用を推進しています。

農地を貸していても、草刈りを地主さんが行うと、
多く賃借料がもらえる制度があるんです！

●共益制度
　農地の賃貸借に関し、貸し手側の地主が畦

けい
畔
はん

管理等可能な作業を担うことにより、
一定の対価が得られる仕組みです。

●共益制度の標準料金
・地域の課題解決に向けて標準金額の内容を令和５年２月の公告から変更しました。
・借り手から地主に支払われる金額は以下の表を基準にしています。

項目 作業 標準共益料金(10アール当たり)
変更前　

標準共益料金(10アール当たり)
変更後

共益地代
畦畔の草刈作業代金 9,000 円 11,000 円

地代 6,000 円 4,000 円

合計金額 15,000 円 15,000 円
※地代については、契約先により価格が変わる場合があります。

●畦畔の草刈作業代金の支払い基準
①草刈りは原則として地主が行う。
②草刈りの回数は、年間３回以上とする。
③機械・燃料は作業者持ちとする。

■共益制度についてのお問合せ先
◇飯島町農業再生協議会事務局
　飯島町飯島2541番地3　☎0265-86-6811
◇飯島町営農センター(産業振興課 農政係)
　飯島町飯島2537番地　  ☎0265-86-3111

貸し手
(地主)

借り手
(担い手)

地区営農組合
   ・意向調査
   ・調整
   ・とりまとめ

農業再生協議会
(中間管理事業)

共益参加 共益 
受け入れ

共益金の受け取り 共益金の支払い
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１
月
１
日
、
山
を
楽
し
む
会
と
飯
島
地
区

地
域
づ
く
り
委
員
会
は 

御
嶽
山 

(

９
６
４

メ
ー
ト
ル
・
岩
間)

で
元
旦
恒
例
と
な
っ
て

い
る
初
日
の
出
登
山
を
行
い
ま
し
た
。

　
28
人
が
参
加

し
、
朝
７
時
18

分
頃
、
塩
見
岳

の
南
側
か
ら
日

が
昇
り
は
じ
め
、

雲
一
つ
な
い
晴

天
の
中
、
初
日

の
出
を
迎
え
新

年
の
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。

新
春
恒
例 

初
日
の
出 

御
嶽
山
登
山

今
年
の
超
ビ
ッ
ク
な
書
初
め
は
「
笑
」 

小
正
月
の
伝
統
行
事
を
体
験

　
１
月
７
日
、
歴
史
民
俗
資
料
館
・
飯
島
陣

屋
で
、
伝
統
的
な
小
正
月
の
行
事
を
体
験
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ゆ

玉
づ
く
り
や
鬼
木
づ
く
り
の
ほ
か
に
、
わ
ら

で
作
っ
た
筆
で
書
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
超
ビ
ッ
グ
な
書

初
め
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
お
よ
そ
６
０
０
本
の
わ
ら
を
束
ね
て
作

っ
た
筆
で
「
笑
」
が
書
き
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

　

１
年
後
が
楽
し
み
！ 

七
小
２
年
生 

み
そ
の
仕
込
み

　
１
月
17
日
、
七
久
保
小
学
校
の
２
年
生
が
、

自
分
た
ち
で
育
て
た
大
豆
を
使
っ
た
み
そ
の

仕
込
み
を
行
い
ま
し
た
。
飯
島
町
味
噌
加
工

研
究
会
の
皆
さ
ん
を
講
師
に
、
茹
で
た
大
豆

を
手
や
、
す
り
こ
木
を
使
っ
て
潰
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
麹
や
塩
な
ど
を
混
ぜ
、
発
酵
さ
せ

る
た
め
の
容
器
へ
入
れ
ま
し
た
。

11月月のの
できごとできごと

３
年
ぶ
り
の
町
内
行
進 

飯
島
町
消
防
団
出
初
式

　
１
月
８
日
、
令
和
５
年
飯
島
町
消
防
団
出

初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
と
な
る

町
内
行
進
で
は
、
飯
島
駅
前
か
ら
広
小
路
を

消
防
団
員
約
１
６
０
人
が
堂
々
と
し
た
姿
で

行
進
し
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
人
数

を
絞
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
活

動
に
積
極
的
に

参
加
し
た
団
員

や
長
年
に
わ
た

り
活
動
し
て
い

る
団
員
、
火
災

予
防
に
努
め
無

火
災
で
あ
っ
た

自
治
会
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

「温かい！」「気持ちいい！」な
ど口々に感想を言い合いながら
作業をしていました。みそが出
来上がるのは 1年後です。
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　１月25日、飯島町観光協会

のフォトコンテストの審査会

が開催され、フォト部門と

Instagram部門合わせて168点

の応募作品から入賞作品を選

びました。結果は作品ととも

に３月号でお知らせします。

文
化
財
防
火
デ
ー 

飯
島
陣
屋
で
防
災
訓
練

　
毎
年
１
月
26
日
は
、「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
24

日
に
町
歴
史
民
俗
資
料
館
・
飯
島
陣
屋
で
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
飯
島
陣
屋
友
の
会
の
会
員
ら

10
人
が
参
加
し
、
囲
炉
裏
か
ら
火
災
が
発
生

し
た
想
定
で
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防

署
へ
通
報
を
す
る
と
、
実
際
に
ポ
ン
プ
車
が

出
動
し
、
建
物
へ
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
伊
南
南
消
防
署
の
方
に
、
消
火

器
の
正
し
い
使
い
方
や
、
消
火
栓
の
使
い
方

を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、

実
際
に
消
火
栓
を
使
っ
た
放
水
を
参
加
者
が

行
い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
落
ち
着
い
て
文

化
財
を
守
れ
る
よ
う
に
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　
冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
季
節
で
す
。
火
災
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

新
曲
や
粉
雪
な
ど
の
名
曲
も
披
露 

藤
巻
亮
太
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ

　
１
月
29
日
、
飯
島
町
文
化
館
で
い
い
じ
ま

文
化
サ
ロ
ン
主
催
の
「
藤ふ

じ

巻ま
き

亮
り
ょ
う

太た

ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
２
０
２
３
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
藤
巻
さ
ん
は
、
レ
ミ
オ
ロ
メ
ン
の
一
員
と

し
て
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
し
、「
粉
雪
」
な

ど
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
世
に
送
り
出
し
て
い

ま
す
。
令
和
４
年
に
ソ
ロ
活
動
10
周
年
を
迎

え
、
精
力
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
、
大
ホ
ー

ル
が
満
員
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
大
き
な
声
を
出
し
て
応
援
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
曲
に
合
わ
せ
た
手

拍
子
な
ど
で
会
場
が
一
体
と
な
り
ま
し
た
。

　
藤
巻
さ
ん
は
ラ
イ
ブ
の
中
で
、「
桜
の
季

節
に
飯
島
町
の
『
藤
巻
川
』
に
来
た
こ
と
が

あ
り
、
親
近
感
が
あ
る
場
所
。」
と
飯
島
町

の
印
象
を
語
り
ま
し
た
。

　１月27日、環境保全審議会

から第６次飯島町環境基本計

画(素案)に対する答申をいた

だきました。これまで４回の

厳正な審議が行われ、答申が

まとめられました。計画は今

年度中に策定される予定です。

　１月23日、内堀醸造株式会

社様から教育振興のために、

と金10万円の寄付をいただき

ました。学校で活用させてい

ただきます。ありがとうござ

いました。(写真左から 飯島

工場工場長 杉
すぎ

江
え

毅
たけし

様、代表取

締役 内
うち

堀
ぼり

泰
たい

作
さく

様)
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こ　
　
　

 

「
手て

づ
く
り
お
も
ち
ゃ
」

　
　
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
人ひ

と

　
　
　
七な

な

く
ぼ
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

　
一い

ち

年ね
ん

か
ま
く
ら
あ
り
さ
・
み
や
下し

た

ゆ
ず
き

　

鬼お
に

の
お
面め

ん

製せ
い

作さ
く

　
２
月が

つ

３
日に

ち

の
節せ

つ

分ぶ
ん

に
向む

け
、

鬼お
に

の
お
面め

ん

と
豆ま

め

を
入い

れ
る
箱は

こ

を

作つ
く

り
ま
し
た
。
選え

ら

ん
だ
顔か

お

の
色い

ろ

に
合あ

わ
せ
て
髪か

み

の
色い

ろ

を
選え

ら

び
ま

し
た
。
「
ど
の
色い

ろ

が
良よ

い
？
」

「
お
口く

ち

は
大お

お

き
い
の
？
小ち

い

さ
い

の
？
」
な
ど
親お

や

子こ

で
相そ

う

談だ
ん

し
な

が
ら
決き

め
て
い
ま
し
た
。
髪か

み

の

毛け

は
ク
レ
ヨ
ン
で
ぐ
る
ぐ
る
と

色い
ろ

を
付つ

け
、
最さ

い

後ご

に
頭

あ
た
ま

の
大お

お

き

さ
に
合あ

わ
せ
た
帯お

び

を
付つ

け
て
完か

ん

成せ
い

！
さ
っ
そ
く
被か

ぶ

っ
て
「
で
き

た
～
！
」
と
見み

せ
て
い
ま
し
た
。

作つ
く

っ
た
お
面め

ん

は
セ
ン
タ
ー
の
豆ま

め

ま
き
イ
ベ

ン
ト
ま
で

飾か
ざ

り
、
28

匹ひ
き

の
鬼お

に

が

「
邪じ

ゃ

気き

」

が
近ち

か

づ
か

な
い
よ
う

に
見み

守ま
も

っ

て
く
れ
て

い
ま
し
た
。

図と

書し
ょ

館か
ん

職
し
ょ
く

員い
ん

の
読よ

み
聞き

か
せ

　
セ
ン
タ
ー
で
は
毎ま

い

月つ
き

２
回か

い

、

飯い
い

島じ
ま

町ま
ち

図と

書し
ょ

館か
ん

の
職

し
ょ
く

員い
ん

に
よ
る

絵え

本ほ
ん

の
読よ

み
聞き

か
せ
を
行

お
こ
な

っ
て

い
ま
す
。
毎ま

い

回か
い

楽た
の

し
み
に
し
て

い
る
方か

た

も
多お

お

く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
図と

書し
ょ

館か
ん

員い
ん

の
穏お

だ

や
か
で

落お

ち
着つ

い
た
声こ

え

と
読よ

み
方か

た

に
、

親お
や

も
子こ

も
引ひ

き
込こ

ま
れ
て
い
き

ま
す
。
途と

中ち
ゅ
うに

は
わ
ら
べ
う
た

な
ど
の
手て

遊あ
そ

び
も
あ
り
、
親お

や

子こ

で
触ふ

れ
合あ

い
を
楽た

の

し
ん
で
い
ま

す
。
日ひ

び々

の
セ
ン
タ
ー
職

し
ょ
く

員い
ん

に

よ
る
読よ

み
聞き

か
せ
と
は
違ち

が

っ
た

雰ふ
ん

囲い

気き

を
味あ

じ

わ
う
こ
と
も
で
き
、

絵え

本ほ
ん

に
親し

た

し
み
を
持も

ち
、
好す

き

に
な
っ
て
い
っ
て
く
れ
れ
ば
と

思お
も

い
ま
す
。 １

が
つ
の

で
き
ご
と
か
ら
…

　
わ
た
し
た
ち
一い

ち

年ね
ん

生せ
い

は
、
生せ

い

か
つ
で
手て

づ
く

り
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
い
し
ょ
は
、
ほ
い
く
え
ん
の
く
じ
ら
ぐ

み
さ
ん
に
ぶ
ん
ぶ
ん
ご
ま
を
つ
く
っ
て
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
じ
ぶ
ん
た
ち
で
つ
く
っ

た
こ
ま
で
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ん
で
た
の
し
か

っ
た
し
、
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
え
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

　
つ
ぎ
は
じ
ぶ
ん
た
ち
で
あ
そ
ぶ
お
も
ち
ゃ

を
つ
く
り
た
い
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。
た
こ

や
け
ん
玉だ

ま

や
て
っ
ぽ
う
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。
つ
く
り
か
た
が
む
ず
か
し
い
と
き
も
あ

る
け
ど
、
と
も
だ
ち
に
お
し
え
て
も
ら
い
な

が
ら
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
か
ん
せ
い
し
た
ら

み
ん
な
で
こ
う
か
ん
し
て
あ
そ
ぶ
の
が
た
の

し
み
で
す
。
　

【
原げ

ん

文ぶ
ん

の
ま
ま
掲け

い

載さ
い

し
て
い
ま
す
】
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ひまわりっこひまわりっこ

飯島中学
がっ

校
こう

　２年
ねん

２組
くみ

　小
お

椋
ぐら

 奏
かな

音
と

　僕
ぼく

は、飯
いい

島
じま

町
まち

をあいさつであふれる町
まち

に

したいです。みなさんは、町
まち

ですれ違
ちが

った

人
ひと

とあいさつをしてますか？僕
ぼく

は、町
まち

です

れ違
ちが

った人
ひと

にあいさつをするように心
こころ

がけ

ています。誰
だれ

かにあいさつをするととても

気
き

持
も

ちがいいです。しかし、町
まち

の中
なか

ですれ

違
ちが

った人
ひと

とあいさつしていない人
ひと

も見
み

かけ

ます。「おはようございます」や「さよう

なら」だけではなく、「お願
ねが

いします」、「あ

りがとうございます」などのあいさつも

日
ひ

々
び

心
こころ

がけていきたいです。あいさつをす

ることによって、お互
たが

いが笑
え

顔
がお

になれるし、

元
げん

気
き

になれると思
おも

います。

　これからも、僕
ぼく

はあいさつを大
だい

事
じ

にして

いきます。町
まち

の人
ひと

達
たち

もみんなであいさつを

して、笑
え

顔
がお

のあふれる町
まち

にしてほしいです。

　【原
げん

文
ぶん

のまま掲
けい

載
さい

しています】

飯
いい

島
じま

東
とう

部
ぶ

保
ほ

育
いく

園
えん

の年
ねんちょう

長さんたち

「大
おお

きくなったら

　　　　　　　　何
なに

になりたい？」

 飯
いい

島
じま

小
しょう

学
がっ

校
こう

  特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

 自
じ

情
じょう

障
しょう

学
がっ

級
きゅう

 すぎの子
こ

２組
くみ

　　 小
こ

平
だいら

 理
り

恵
え

子
こ

 先
せんせい

生

今
こ と し

年４月
がつ

、長
なが

野
の

市
し

立
りつ

山
さん

王
のう

小
しょう

学
がっ

校
こう

から飯
いい

島
じま

小
しょう

学
がっ

校
こう

へ。長
なが

野
の

市
し

出
しゅっ

身
しん

、駒
こま

ヶ
が

根
ね

市
し

在
ざい

住
じゅう

。

Ｑ．好
す

きな食
た

べ物
もの

は？　Ａ．チーズ

Ｑ．モットーは？

Ａ．自
じ

分
ぶん

がされていやなことはしない

Ｑ．町
まち

や学
がっ

校
こう

の印
いん

象
しょう

は？　

Ａ．�自
し

然
ぜん

豊
ゆた

かで人
ひと

があたたかい。止
と

まってくれた車
くるま

に

あいさつするのがすごい。

Ｑ．先
せん

生
せい

になったきっかけは？

Ａ．小
しょう

学
がっ

校
こう

のときの先
せん

生
せい

のようになりたくて。

Ｑ．最
さい

近
きん

嬉
うれ

しかったことは？

Ａ．教
おし

え子
ご

の成
せい

人
じん

式
しき

に招
しょう

待
たい

されたこと。

Ｑ．今
いま

、はまっていることは？

Ａ．薪
まき

ストーブの火
ひ

をじっくりながめること。

Ｑ．夢
ゆめ

・目
もく

標
ひょう

は？

Ａ．キャンピングカーを購
こう

入
にゅう

して海
うみ

へ行
い

きたい。

Ｑ．町
まち

の皆
みな

さんに一
ひと

言
こと

Ａ．�飯
いい

島
じま

の子
こ

どもたちは郷
きょう

土
ど

愛
あい

が深
ふか

いなあと感
かん

じていま

す。飯
いい

島
じま

町
まち

初
しょ

心
しん

者
しゃ

の私
わたし

におススメスポットなどいろ

いろ教
おし

えてください。よろしくおねがいします。

ほんをかくひとほんをかくひと

すみっこぐらしすみっこぐらし

おえかきやさんおえかきやさん

ポケモントレーナーポケモントレーナー

ピアノのせんせいピアノのせんせい

すみっこぐらしすみっこぐらし
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３
月
の
テ
ー
マ

１ 

選
ば
れ
た
作
品
を
読
ん
で
み
よ
う 

　 

～
２
０
２
２
年
の
受
賞
作
～

　
２
０
２
２
年
直
木
賞
受
賞
作
『
夜
に
星

を
放
つ
』（
窪 

美
澄
・
著
）、
芥
川
賞
受

賞
作
『
お
い
し
い
ご
は
ん
が
た
べ
ら
れ
ま

す
よ
う
に
』（
高
瀬
隼
子
・
著
）、
本
屋
大

賞
『
同
志
少
女
よ
、
敵
を
撃
て
』（
逢
坂

冬
馬
・
著
）
を
は
じ
め
ミ
ス
テ
リ
ー
や
児

童
文
学
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
受

賞
作
品
を
用
意
し
ま
し
た
。こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

２ 

新
生
活
を
応
援
し
ま
す

 

　
～
進
級
・
進
学
・
就
職
の
準
備
を
始
め
よ
う
～

　
３
月
は
卒
業
の
季
節
で
す
。
４
月
に
な

る
と
新
た
な
出
発
と
出
会
い
が
待
っ
て
い

ま
す
。
進
学
・
就
職
に
向
け
た
準
備
は
お

済
み
で
す
か
。
学
生
や
社
会
人
と
し
て
１

人
暮
ら
し
を
ス
タ
ー
ト
す
る
皆
さ
ん
、
新

生
活
に
は
物
の
準
備
だ
け
で
な
く
、
心
の

準
備
も
大
切
で
す
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
た

め
に
役
立
つ
一
冊
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

３
月が

つ(

弥や
よ
い生)

み
ん
な
の

図
書
館

新
着
本
情
報

新
着
本
情
報

『�

名
探
偵
の
ま
ま
で
い
て
』 

　
　
小
西 

マ
サ
テ
ル
・
著

　
か
つ
て
小
学
校
の
校
長
だ
っ
た
切
れ
者

の
祖
父
は
、
記
憶
障
害
に
苦
し
み
な
が
ら

介
護
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
折
し
も
孫
娘

の
周
辺
に
様
々
な
怪
事
件
が
発
生
す
る
。

孫
娘
が
そ
の
謎
を
話
し
て
聞
か
せ
る
と
認

知
症
の
祖
父
の
頭
脳
が
よ
み
が
え
り
、
鮮
や

か
に
謎
を
解
き
明
か
す
の
だ
っ
た
。「
こ
の

ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご
い
！
」
大
賞
受
賞
作
品
。

お
知
ら
せ

☆�

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
大
切
に

　
最
近
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
へ
の
傷
や
容
器
の
破
損

が
増
え
て
い
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
、
丁

寧
な
取
り
扱
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆�

学
習
ス
ペ
ー
ス
が
増
え
ま
し
た

　
新
学
期
に
向
け
て
春
休
み
に
勉
強
を
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
、
学
習
ス
ペ
ー
ス

を
増
や
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

信
州
や
ま
な
み
国
ス
ポ
・
全
障
ス

ポ
に
向
け
て
競
技
普
及
・
人
口
拡

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト

　
２
０
２
８
年
、
※

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

長
野
県
大
会(

信
州
や
ま
な
み
国
ス
ポ
・

全
障
ス
ポ)

が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

飯
島
町
で
は
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
開
催
と

国
ス
ポ
種
目
の
銃
剣
道
の
長
野
県
本
部

が
飯
島
町
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
２

つ
の
競
技
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

町
内
学
校
で
競
技
普
及
・
人
口
拡
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

各
競
技
団
体
か
ら
指
導
者
に
来
て
も
ら

い
、
競
技
の
紹
介
、
実
演
に
加
え
、
実

際
に
子
ど
も

た
ち
に
触
れ

て
も
ら
う
機

会
も
設
け
て

も
ら
い
ま
し

た
。

スケジュール

◆絵本とあそぶつどい
　日時：３月５日(日)
　午前10時30分～
　場所：こどものひろば

◆おはなしの森
　日時：３月11日(土)
　午前10時30分～
　場所：こどものひろば

◆休館日
　６日・13日・20日・
　22日・27日・31日

国
ス
ポ
競
技
体
験
会
の
お
知
ら
せ

　
住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
国
ス
ポ

競
技
に
な
っ
て
い
る
ホ
ッ
ケ
ー
と
銃
剣

道
の
体
験
会
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
競
技
を
知
っ
て
も
ら
い
、
飯
島
町
全

体
で
本
大
会
に
向
け
て
機
運
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

■
日
時

　
３
月
21
日
（
火
・
祝
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始

■
場
所

　
飯
島
体
育
館

町
内
大
会
の
結
果

■
令
和
４
年
度
飯
島
町
柔
道
大
会

（
１
月
14
日

　
飯
島
体
育
館
柔
道
場
）

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

　
優
　
勝
　
有あ

る

賀が

　
雷ら

い

眞し
ん（

飯
小
１
年
）

　
準
優
勝
　
渋し

ぶ

谷や

日ひ

向な

太た

（
飯
小
１
年
）

　
第
３
位
　
桐き

生り
ゅ
う　

華は

愛な

（
飯
小
１
年
）

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

　
優
　
勝
　
野の

原は
ら

　
颯さ

月つ
き（

飯
小
６
年
）

【
中
学
生
の
部
】

　
優
　
勝
　
野の

原は
ら

　
颯は

や

斗と

（
飯
中
３
年
）

　
準
優
勝
　
藤ふ

じ

井い

　
勇ゆ

う

伍ご

（
飯
中
２
年
）

　
第
３
位
　
小こ

池い
け

聖み

央お

羽う

（
飯
中
３
年
）

【
総
合
の
部
】

　
優
　
勝
　
野の

原は
ら

　
颯さ

月つ
き（

飯
小
６
年
）

　
準
優
勝

　
有あ

る

賀が

　
雷ら

い

眞し
ん（

飯
小
１
年
）

※国民スポーツ大会とは、国民体育大会の名称が変更され、2024 年の佐賀大会から国民スポーツ大会となります。

写真はホッケー
の指導を受けて
いる様子です！
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短
　
歌

有
難
う
去こ

年ぞ

の
実
り
に
梨
り
ん
ご

　
目
と
芽
で
交
わ
す
剪せ

ん

定て
い

会
話

織
田
信
行

手
を
握
り
そ
れ
ぐ
帰
る
孫
達
を

　
見
送
り
「
ほ
っ
と
」
た
め
息
を
つ
く

市
村
通
泰

通
販
で
求
め
し
服
は
コ
ロ
ナ
禍
で

　
タ
グ
付
き
し
ま
ま
み
と
せ
を
過
ぎ
ぬ

桃
澤
美
寿
々

新
し
き
年
の
初
め
に
栗
を
剥む

く

　
新
た
な
思
ひ
一
日
一
生

上
前
　
守

中
ち
ゅ
う

天て
ん

に
白
き
月
影
年
の
瀬
は

　
心
忙せ

わ

し
く
体
動
か
ず

鳳
来
山
人

　
俳

　
句

　

厄
除
け
の
冬
至
南
瓜
は
母
の
味

福
澤
幸
子

雑
煮
椀
白
み
そ
丸
も
ち
皆
笑
顔

横
田
裕
子

年
忘
れ
川
の
流
れ
の
ゆ
る
や
か
に

森
谷
俊
子

奏
で
合
う
二
つ
の
ア
ル
プ
ス
初
霞
　

三
石
な
る
み

日
向
ぼ
こ
一
人
に
な
れ
ば
独
り
言

片
桐
千
代

　　こんにちは赤ちゃん

　中
なか

村
むら

　柊
しゆう

斗
と

ちゃん　（山久）

　　　　光
みつ

明
あき

・絵
え

里
り

香
か

さん

　田
た

中
なか

　美
み

織
おり

ちゃん　（柏木）

　　　　史
ふみ

哉
や

・郁
いく

絵
え

さん

　伊
い

藤
とう

　幹
み

基
き

ちゃん　（新田）

　　　　隆
たか

寛
ひろ

・愛
あい

子
こ

さん

　　ご冥福をお祈りします

　白
しら

井
い

きぬゑさん　94歳（新田）

　竹
たけ

澤
ざわ

　喜
き

久
く

さん　98歳（春日平）

　熊
くま

谷
がい

トミ子
こ

さん　91歳（南仲町）

　三
み

室
むろ

登
と

志
し

子
こ

さん　76歳（柏木）

　中
なか

村
むら

　敬
けい

典
すけ

さん　86歳（岩間）

　竹
たけ

俣
また

　宗
むね

重
しげ

さん　99歳（豊岡）

　西
にし

畑
はた

　榮
えい

介
すけ

さん　95歳（岩間）

　大
おお

谷
たに

三
み

千
ち

代
よ

さん　78歳（美澤）

　岩
いわ

﨑
さき

　小
こ

春
はる

さん　99歳（南町）

　井
いの

上
うえ

　元
もと

夫
お

さん　82歳（舟久保）

　宮
みや

下
した

　洋
よう

治
じ

さん　79歳（柏木）

　城
しろ

取
とり

　静
しず

子
こ

さん　89歳（上ノ原）

　城
しろ

取
とり

　勝
かつ

寿
とし

さん　89歳（上ノ原）

※掲載の承諾を頂いた方のみ 
掲載しています。

田舎の底力!!田舎の底力!!
下平洋一町長コラム

飯
島
町
で
い
い
暮
ら
し
♪ 

マ
イ
ホ
ー
ム
が 

欲
し
い
な
ぁ

　
い
い
ち
ゃ
ん
、
今
年
度
の
４

月
か
ら
『
飯
島
町
に
光
を
そ
そ

ぐ
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
補
助
金
』

と
い
う
補
助
金
制
度
が
あ
る
の

を
知
っ
て
る
か
な
？
若
者
世
帯

等
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
に
、

新
築
住
宅
の
建
築
費
・
中
古
住

宅
や
住
宅
用
地
の
購
入
費
に
対

し
て
、
町
が
補
助
を
す
る
も
の

で
、
補
助
額
は
最
大
２
０
０
万

円
！
補
助
金
を
申
請
し
て
い
た

だ
く
に
は
、
申
請
者
の
年
齢
が

49
歳
以
下
で
あ
る
こ
と
、
２
名

以
上
居
住
す
る
こ
と
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
が
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
方
に
ご
活
用
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。
町
内
業
者
を
利

用
さ
れ
た
方
に
は
、
さ
ら
に
お

米
一
俵
（
60
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
と

い
い
ち
ゃ
ん
商
品
券
２
万
円
分

も
贈
呈
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

と
て
も
太
っ
腹
で
す
ね
！

　
１
月
に
こ
の
制
度
を
活
用
し

て
い
た
だ
い
た
ご
家
庭
に
、
新

築
第
１
号
と
し
て
私
が
直
接
お

米
と
商
品
券
を
贈
呈
し
に
訪
問

し
て
き
ま
し
た
。
と
て
も
喜
ん

で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
よ
。

　
こ
の
補
助
金
以
外
に
も
『
飯

島
町
に
光
を
そ
そ
ぐ
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
支
援
補
助
金
』
や
『
民

間
宅
地
開
発
補
助
金
』
も
あ

り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
最

大
２
０
０
万
円
の
補
助
を
し

て
い
ま
す
。
マ
イ
ホ
ー
ム
取

得
補
助
金
は
12
月
末
ま
で
に

38
件
の
申
請
が
あ
り
、
非
常

に
人
気
の
あ
る
補
助
金
で
す
。

ま
た
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
は
27
件
、
宅
地
開
発
は

３
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
補
助
金
制
度
は
、
定
住
の

き
っ
か
け
の
１
つ
と
し
て
行

っ
て
い
る
事
業
で
す
。
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
者
の
増
加
は
も
ち

ろ
ん
、
住
み
続
け
た
い
と
考

え
る
若
い
世
代
の
方
が
も
っ

と
増
え
て
い
く
と
嬉
し
い
で

す
ね
。

下平洋一ブログ
【URL】 https://shimodaira2929.jp
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飯島町交通死亡事故ゼロ500日達成まで あと62日（令和５年１月31日時点）

３３
月月

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
空
気
が
乾

燥
し
、
風
が
強
く
な
り
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
運
動
を
機
会
に
、
住
宅
用
消

火
器
の
使
い
方
の
確
認
や
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
点
検
を
行
い
、
一

層
の
火
災
発
生
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

■
実
施
期
間

　
３
月
１
日(

水)

～
７
日(

火)

■
お
問
合
せ

　
伊
南
南
消
防
署

　
☎
０
２
６
５-

８
９-

１
１
１
９

　
総
務
課 

危
機
管
理
係 

内
線
219

軽
自
動
車
税
の
納
税
情
報
が

軽
自
動
車
税
の
納
税
情
報
が  

電
子
化
さ
れ
ま
し
た

電
子
化
さ
れ
ま
し
た

　
令
和
５
年
1
月
か
ら
、
軽
自
動

車
税(

種
別
割)

の
納
税
情
報
が
電

子
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

車
検(

自
動
車
継
続
検
査)

の
際
、

納
税
証
明
書
の
提
示
が
原
則
不
要

と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
軽
自
動
車
税
の
納
付

直
後
は
、
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
納
付
情
報
が
確

認
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
際
は
従
来
通
り
、
役
場
窓

口
に
て
無
償
で
発
行
が
で
き
ま
す
。

納
付
日
と
車
検
日
が
近
い
場
合
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

８日(水)午後３時～５時30分
22日(水)午後５時30分～８時
場所：町長室

町民と町長のほっと懇談会
３月の開催日

総務課秘書広報係
※�予約申し込みが必要です。

■
お
問
合
せ

　
住
民
税
務
課 

税
務
係 

内
線
153

年
度
末
の
自
動
車
の
登
録
・

年
度
末
の
自
動
車
の
登
録
・  

検
査
手
続
き
は
お
早
目
に
！

検
査
手
続
き
は
お
早
目
に
！

　
毎
年
、
３
月
下
旬
は
自
動
車
の

検
査
・
登
録
申
請
が
多
く
窓
口
が

大
変
混
み
合
い
ま
す
。
車
検
の
手

続
き
は
、
１
か
月
前
か
ら
受
検
で

き
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
２
月

中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
廃
車
・
名
義
変
更
等
の

手
続
き
は
、
３
月
中
旬
ま
で
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ(

登
録
・
検
査
申
請)

　
松
本
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　
☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
４
３

ミヤマシジミといいじままち『草地の適切な管理とは？(２)』

ミヤマシジミ里の会 事務局　出戸 秀典 　  【ホームページ】https://sites.google.com/view/miyama-satonokai/top

　草刈りはかつての鎌での手刈りから刈払機による作業へと変遷し、最近は自走式草刈機での作業　草刈りはかつての鎌での手刈りから刈払機による作業へと変遷し、最近は自走式草刈機での作業
が定着しています。自走式草刈機は作業効率が良く安全性も高いですが、刈払機に比べて草地で暮らすが定着しています。自走式草刈機は作業効率が良く安全性も高いですが、刈払機に比べて草地で暮らす
生き物たちに対して強い影響があります。草が機械の中に巻き込まれて粉砕されるので、刈払機よりも蝶の幼生き物たちに対して強い影響があります。草が機械の中に巻き込まれて粉砕されるので、刈払機よりも蝶の幼
虫やバッタが2～3倍も死んでしまうようです。この機械の普及で希少な植物が一気に失われたと嘆く声も聞虫やバッタが2～3倍も死んでしまうようです。この機械の普及で希少な植物が一気に失われたと嘆く声も聞
きます。その影響を弱めるには、刈る時期や刈る高さの工夫が必要です。ミヤマシジミの場合は成虫の舞う時きます。その影響を弱めるには、刈る時期や刈る高さの工夫が必要です。ミヤマシジミの場合は成虫の舞う時
期（6月上旬、7月中旬、9月中旬）に生息地の草を1、2度刈ることで、個体数を増やしていくことができま期（6月上旬、7月中旬、9月中旬）に生息地の草を1、2度刈ることで、個体数を増やしていくことができま
す。希少植物の場合も花が咲き始める前に草を刈ることが保全に効果的です。加えて10㎝程度の高刈りを行す。希少植物の場合も花が咲き始める前に草を刈ることが保全に効果的です。加えて10㎝程度の高刈りを行
えば、昆虫がいても死亡率を低減させ、多様な植物をえば、昆虫がいても死亡率を低減させ、多様な植物を
守ることにもつながります。高刈りによって斑点米カ守ることにもつながります。高刈りによって斑点米カ
メムシが食べるイネ科植物が減って稲への食害を減らメムシが食べるイネ科植物が減って稲への食害を減ら
す効果も期待でき、草刈回数を減らしても丈が伸びにす効果も期待でき、草刈回数を減らしても丈が伸びに
くい草地に変えられるかもしれません。人に優しい機くい草地に変えられるかもしれません。人に優しい機
械を使う方法や使う場所を工夫することで、生き物に械を使う方法や使う場所を工夫することで、生き物に
優しく人にも嬉しい環境を作っていきたいものです。優しく人にも嬉しい環境を作っていきたいものです。 自走式草刈機による草刈り 刈払機による草刈り
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町
県
民
税
・
所
得
税
申
告
相
談

町
県
民
税
・
所
得
税
申
告
相
談

受
付
時
間
変
更

受
付
時
間
変
更

　
役
場
で
実
施
中
の
相
談
会
の
受

付
時
間
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
変
更
後
の
受
付
時
間

【
午
前
】
９
時
～
11
時

【
午
後
】
１
時
～
３
時
30
分

　
午
前
の
受
付
時
間
が
、
30
分
遅

く
な
り
、
午
後
の
終
了
時
間
が
30

分
短
く
な
り
ま
し
た
。
申
告
書
類

の
整
備
等
に
時
間
を
必
要
と
す
る

た
め
の
変
更
と
な
り
ま
す
。
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
広
報
１
月
号
に
掲

載
し
た
時
間
と
は
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
住
民
税
務
課 

税
務
係 

内
線
151

町
内
医
療
機
関
診
療
日
変
更

町
内
医
療
機
関
診
療
日
変
更

～
恵
幸
堂
歯
科
医
院
か
ら
お
知
ら
せ
～

　
新
年
よ
り
、
世
の
中
の
働
き
方

改
革
の
時
流
に
準
じ
、
当
院
で
も

診
療
時
間
の
短
縮
を
図
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
皆
様
に
も
ご
来
院

の
際
に
は
有
給
休
暇
を
と
っ
て
い

た
だ
く
等
の
ご
協
力
を
仰
ぐ
こ
と

と
な
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
何
卒

ご
理
解
と
ご
高
配
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

■
新
診
療
時
間

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

　
午
後
３
時
～
午
後
６
時

※
急
患
受
付

　
午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時

■
休
診
日

　
木
曜
・
日
曜
・
祝
日

※�

火
曜
午
後
は
手
術
・
特
殊
外
来

の
み

　
恵
幸
堂
歯
科
医
院

　
中
塚

■
お
問
合
せ

　
医
療
法
人Maitreya 

　
恵
幸
堂
歯
科
医
院

　
☎
０
２
６
５-

８
６-

６
０
５
０

飯
島
町
上
下
水
道
運
営
審
議
会

飯
島
町
上
下
水
道
運
営
審
議
会

委
員
の
公
募

委
員
の
公
募

　
飯
島
町
上
下
水
道
運
営
審
議
会

の
委
員
を
委
嘱
す
る
に
当
た
り
、

委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。

■
募
集
人
数
　
２
名

（
委
員
総
数
13
名
以
内
の
う
ち
）

■
委
員
任
期
【
２
年
間
】

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら 

　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

■
応
募
資
格

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以

上
の
町
民
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

次
の
方
を
除
き
ま
す
。

⑴�

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議

会
の
議
員

⑵�

常
勤
の
国
家
公
務
員
ま
た
は
地

方
公
務
員

■
応
募
方
法

　
委
員
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

持
参
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

申
請
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
水
道
係
窓

口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
１
月
30
日(

月)

か
ら

　
３
月
６
日(

月)

ま
で

※�

郵
送
の
場
合
は
、
期
間
最
終
日

の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効
。

■
お
問
合
せ

　
建
設
水
道
課 

水
道
係 

内
線
133

再
就
職
へ
の
近
道

再
就
職
へ
の
近
道  

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　
も
の
づ
く
り
の
仕
事
を
目
指
す

職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ス
・
定
員

○
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
技
術
科
・
15
人

○
金
属
加
工
科
・
12
人

○
電
気
設
備
技
術
科
・
15
人

■
訓
練
期
間
【
６
か
月
間
】

　
４
月
４
日(

火)

～

　
９
月
28
日(

木)

■
場
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
松
本

　
松
本
市
寿
北
７-

17-

１

■
対
象

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込

み
を
し
て
い
る
方

■
受
講
料
　
無
料

※�

テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び
作
業
服
代

等
の
自
己
負
担
あ
り

■
申
し
込
み
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
那

■
申
込
期
限

　
３
月
15
日(

水)

■
お
問
合
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
松
本

　
☎
０
２
６
３-

５
８-

３
２
９
２

  © 段　丹映子　無断転載禁止

 （「ちいさなジェンダー」ほおずき書籍刊

男女共同参画 マンガ男女共同参画 マンガ

でとがでとが

２月１日現在の

下水道つなぎ込み率
問 建設水道課 水道係

公共下水道飯島地区…83.0%→／公共下水道七久保地区…86.4％→／ 
農業集落排水七久保北部地区…93.3％→／農業集落排水田切南部地区…92.8％→／ 
農業集落排水本郷東部地区…91.4％→／合併浄化槽地区…83.0％→／合計…85.3％→
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飯
島
町
奨
学
金

飯
島
町
奨
学
金  

奨
学
生

奨
学
生  

((

令
和
５
年
度
採
択

令
和
５
年
度
採
択))

募
集
募
集

　　
町
で
は
町
内
に
住
所
が
あ
り
、

経
済
的
に
就
学
が
困
難
な
方
に
対

す
る
令
和
５
年
度
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す
。
卒
業
後
、
所
定
の
期
間

内
で
返
還(

無
利
息)

し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
貸
与
資
格

　
高
等
学
校
、
大
学
等
に
在
学 

(

４
月
入
学
予
定
者
含
む)

し
、

一
定
の
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

※�

資
格
要
件
の
詳
細
は
教
育
委
員

会
こ
ど
も
室
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

■
貸
与
の
額（
１
人
に
つ
き
月
額
）

◆
高
等
学
校
　
　
　
１
万
円
以
内

◆
高
等
専
門
学
校

　
専
修(

専
門)

学
校

　
大
学(
短
期
大
学
含
む
）

３
万
円
以
内

◆
大
学
生（
医
学
部
医
学
科
の
み
） 

10
万
円
以
内

■
募
集
期
間

　
４
月
14
日(

金)

ま
で

■
お
問
合
せ

　
教
育
委
員
会 

こ
ど
も
室 

内
線
638

司
法
書
士
に
よ
る

司
法
書
士
に
よ
る  

「
昔
の
借
金
電
話
相
談
」

「
昔
の
借
金
電
話
相
談
」

　
借
金
請
求
の
通
知
が
届
い
た
ら
、

放
置
し
な
い
で
！

■
日
時

　
３
月
４
日(

土)

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０-

４
４
８-

７
８
８

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
相
談
料

　
無
料

※
電
話
に
よ
る
無
料
相
談

■
相
談
例

・�

昔
借
り
た
借
金
の
請
求
が
来
た

け
ど
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
だ

ろ
う
か
？

　
な
ど

■
お
問
合
せ

　
長
野
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
２
６-

２
３
２-

７
４
９
２

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン  

片
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

片
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
飯
島
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
片
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

■
日
時
　
※
雨
天
延
期

　
３
月
12
日(

日) 

午
前
８
時
～

■
集
合
場
所

　
ま
ち
の
駅
い
い
ち
ゃ
ん

飯島町男女共同参画プラン　心をつなぐまちづくり５　～私たちができること～

「外国から来ている人達と交流を深めて助け合いながら国際的視野を広げましょう。」

飯
島
町
社
会
教
育
委
員
の
募
集

飯
島
町
社
会
教
育
委
員
の
募
集

　
社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の
推
進

に
あ
た
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
飯
島
町

社
会
教
育
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数

　
１
名

■
応
募
資
格

　
飯
島
町
在
住
の
成
人
者
で
、
飯

島
町
の
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の

推
進
に
意
欲
の
あ
る
方

■
募
集
期
限

　
３
月
10
日(

金)

■
応
募
方
法

　
所
定
の
用
紙
ま
た
は
任
意
の
用

紙
へ
次
の
事
項
を
記
入
し
、
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
い
い
ち
ゃ
ん
ポ
ス

ト
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
可
）

①�

飯
島
町
社
会
教
育
委
員
に
応
募

す
る
旨

②�

応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
年
齢
・
連
絡
先
電
話
番
号

③�

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
に
つ
い

て
思
う
こ
と

■
委
員
の
任
期
（
２
年
間
）

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

■
お
問
合
せ

　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係 

内
線
631

　
FAX
０
２
６
５-

８
６-

５
５
９
６

飯
島
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推

飯
島
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推

進
懇
話
会
委
員
の
募
集

進
懇
話
会
委
員
の
募
集

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
す
る

た
め
、
飯
島
町
男
女
共
同
参
画
社
会

推
進
懇
話
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数

　
１
名

■
応
募
資
格

　
飯
島
町
在
住
の
成
人
者
で
、
男

女
共
同
参
画
に
関
心
の
あ
る
方

■
募
集
期
限

　
３
月
10
日(

金)

■
応
募
方
法

　
所
定
の
用
紙
ま
た
は
任
意
の
用

紙
へ
次
の
事
項
を
記
入
し
、
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
い
い
ち
ゃ
ん
ポ
ス

ト
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
可
）

①�

飯
島
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推

進
懇
話
会
委
員
に
応
募
す
る
旨

②�

応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
年
齢
・
連
絡
先
電
話
番
号

③�

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
思
う
こ
と

■
委
員
の
任
期
（
２
年
間
）

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

■
お
問
合
せ

　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係 

内
線
631

　
FAX
０
２
６
５-

８
６-

５
５
９
６

■
お
問
合
せ

　
ま
ち
の
駅
い
い
ち
ゃ
ん

　
☎
０
２
６
５-

９
５-

３
２
０
９

「
宝
く
じ
」
は
地
域
社
会
の
発
展

「
宝
く
じ
」
は
地
域
社
会
の
発
展

な
ど
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

な
ど
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
」
と
公
益
財
団
法
人

長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
が
実
施

す
る
「
地
域
活
動
助
成
事
業
」
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の

一
環
と
し
て
地
域
社
会
の
健
全
な

発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
赤
坂
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
自
主
防
災

会
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
で
あ
る
「
地
域
活
動
助
成

事
業
」
を
活
用
し
、
公
益
財
団
法

人
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
に
よ

り
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、
折

り
た
た
み
リ
ヤ
カ
ー
ほ
か
防
災
用

品
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
地
域
活
性
化
の
た
め
の
活

動
が
充
実
し
、
更
な
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

■
お
問
合
せ

　
地
域
創
造
課 

地
域
係 

内
線
123
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生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
方
の
ご
家

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
方
の
ご
家

族
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

族
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
予
約
し
た
方
だ
け
が
参
加
す
る

小
さ
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　
３
月
28
日(
火)

　
　
　
　
午
後
３
時
～
５
時

■
場
所

　
役
場
西
庁
舎 

保
健
セ
ン
タ
ー

■
講
師

　
つ
ど
い
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
柿
田

　

　
樋
掛
忠
彦
医
師
（
精
神
科
医
）

■
対
象
者

　
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
と
さ
れ
る

状
態
に
あ
る
方
・
生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
る
方
の
ご
家
族 

■
参
加
費
用

　
無
料
【
要
予
約
】

　

■
予
約
・
お
問
合
せ

　
健
康
福
祉
課 

地
域
福
祉
係 

内
線
180

【
町
の
相
談
】

【
町
の
相
談
】

◆
結
婚
相
談

　
３
月
14
日(
火)

　
午
後
６
時
～
８
時

　
コ
ス
モ
ス
園

　
相
談
員

　
橋
場
み
ど
り

　
☎
０
９
０-

４
７
６
２-

２
８
８
７

◆
教
育
相
談

　
月
～
金
曜
日(

中
学
登
校
日)

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

　
飯
島
体
育
館

　
☎
０
９
０-

２
２
６
９-

９
０
９
６

　
相
談
員
　
倉
沢
信
二

※
電
話
相
談
も
受
け
ら
れ
ま
す

◆
子
ど
も
に
関
す
る
家
庭
相
談

　
火
・
木
・
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
こ
ど
も
室
　
☎
８
６-

６
７
１
１

　
相
談
員
　
堀
内
澄
惠

◆
子
育
て
相
談

　
月
～
金
曜
日

３月の納税 　　国民健康保険税 第10期分 　　　　【納期限】３月31日(金)

広
告

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
い
い
っ
子
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
６-

８
１
３
１

※
電
話
相
談
も
で
き
ま
す

◆
こ
こ
ろ
の
相
談(

予
約
制)

　
３
月
３
日(

金)

、
24
日(

金)

　
午
前
10
時
～
、
午
後
１
時
～

　
相
談
員

　
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
問
保
健
医
療
係
☎
８
６-

２
７
０
４

◆
健
康
相
談
・
育
児
相
談

　
３
月
14
日(

火)

・
28
日(

火)

　
午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

　
問
保
健
医
療
係
☎
８
６-

２
７
０
４

◆
高
齢
者
・
介
護
相
談
日

　
３
月
14
日(

火)

・
28
日(

火)

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
線
196
・
197

◆
障
が
い
者
相
談

　
３
月
９
日(

木)

※
要
事
前
予
約

　
午
前
９
時
～
正
午

　
や
す
ら
ぎ

　
問
地
域
福
祉
係
　
内
線
177

【
町
社
協
の
相
談
】

【
町
社
協
の
相
談
】

◆
ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業

 

『
定
例
個
別
相
談
』

　
３
月
８
日(

水)

※
要
事
前
予
約

　
①
午
後
２
時
～

　
②
午
後
３
時
30
分
～

　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
石
楠
花
苑

※
相
談
日
以
外
も
対
応
し
ま
す
。 

　
ま
た
、訪
問
相
談
も
行
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
相
談
】

【
そ
の
他
の
相
談
】

◆
行
政
相
談

　
３
月
18
日(

土)

　
午
前
10
時
～
正
午

　
飯
島
成
人
大
学
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
６-

４
８
６
３

　
相
談
委
員

　
吉
川
秀
幸

◆
交
通
事
故
巡
回
相
談（
予
約
制
）

　
３
月
２
日(

木)

・
16
日(

木)

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
伊
那
合
同
庁
舎
内
交
通
事
故
相
談
室

　
☎
０
２
６
５-

７
６-

６
８
０
３

◆�

生
活
が
苦
し
い
方
の
た
め
の 

司
法
書
士
常
設
電
話
無
料
相
談

　
毎
週
月
曜
日 

午
後
３
時
～
６
時

　
長
野
県
司
法
書
士
会 

特
設
電
話

　
☎
０
２
６-

２
３
３-

１
０
０
０

◆
精
神
保
健
相
談

　
３
月
17
日(

金)

　
午
後
２
時
～
５
時

　
伊
那
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
０
２
６
５-

７
６-

６
８
３
７

◆
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
性
感
染
症
相
談(

検
査)

　
３
月
７
日(

火)

・
14
日(

火)

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
伊
那
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
０
２
６
５-

７
６-

６
８
３
７

地域を元気にする、農業経営に役立つ情報を、
農業者の視線でお届けします。
◆月４回金曜日発行
◆１か月７００円（消費税込）
■購読の申込・お問合せ先
　農業委員会事務局 (産業振興課 農政係内)

全国農業新聞全国農業新聞
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■３月のごみ・資源収集

地区
種別

飯島 田切
本郷 七久保

東 西 東 西

古紙・布類
６日
(月)

13日
(月)

20日(月)
27日
(月)

ビン・スチール缶・
アルミ缶類・灰 ２日(木) 16日(木)

ペットボトル ８日(水) 22日(水)

可燃ごみ（祝日も○） 月・木 火・金 月・木 火・金

不燃ごみ 水(祝日は×) 木(祝日も〇)

粗大ごみ（有料）
小型家電（無料）

３月12日(日) 午前８時～10時
七久保保育園駐車場

廃食油(植物系のみ)
３月26日(日) 午前９時～10時
各地区公民館

環境衛生自治会だより環境衛生自治会だより

■指定ごみ袋購入チケットについて

令和５年度分のチケットは３月中に配布予定です。

◆自治会加入の方　　→　各自治会経由で配布します。

◆自治会未加入の方　→　ご自宅へ郵送します。

※�チケットは紛失しても再発行できませんので大切に保管してく

ださい。受領後に紛失した場合または使い切ってしまった場合

は、１枚 1,500 円の有料チケットを購入していただきます。

■令和５年度のごみ収集スケジュール表について

令和５年度のごみ収集スケジュール表を広報３月号に掲載します。

１年間大切に保管していただき、正しいごみ出しにご協力をお願

いします。

■ごみの出し方ガイドブックはこちらから確認できます。

【URL】�https://www.town.iijima.lg.jp/kurashi_tetsuduki/
seikatsukankyo/gominitsuite/351.html

３月　わんぱくカレンダー３月　わんぱくカレンダー

いいっ子センター（い子）、飯島保育園（飯保）、七久保保育園（七保）、飯島東部保育園（東保）、全保育園（３園）、
飯島小学校（飯小）、七久保小学校（七小）、飯小・七小（小学校）、飯島中学校（飯中）、飯小・七小・飯中（３校）、
町図書館（図書館）、生涯学習係（生涯）　

日【にちようび】ＳＵＮ 月【げつようび】ＭＯＮ 火【かようび】ＴＵＥ 水【すいようび】ＷＥＤ 木【もくようび】ＴＨＵ 金【きんようび】ＦＲＩ 土【どようび】ＳＡＴ

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

移動図書館車
毎週火曜日：飯小
毎週水曜日：七保・七小
毎週木曜日：飯保
毎週金曜日：東保

家庭相談
　火・木・金曜日
　A8:30～P5:00
　こども室

☎0265-86-6711

教育相談
 月～金曜日（中学登校日）

  A8:30～P3:00
  飯島体育館

  ☎090-2269-9096 図書館読み聞かせ(い子)
地区生徒会、生徒会(飯中)

食の講話(い子)

地区児童会(小学校)
ひなまつり(3園)
誕生日会(3園)

合唱団ラストコンサート
(飯小)

特別保育(3園)

ＭＭＣひなまつり(い子)
園舎清掃(七保・東保) 休館日(図書館)

後期選抜(飯中)
6年生を送る会(飯小)

後期選抜(飯中)
6年生を送る会(七小)
ママヨガ教室(い子)

同窓会入会式(飯中)
地域の方への感謝の会(七小)

お別れ会(3園)
子育て相談会(い子)

就業相談(い子)

特別保育(3園)
土曜開所日(い子)

体育館開放日(生涯)

3年生を送る会(飯中)
おでかけ広場(い子)

休館日(図書館)
3学期終業式(飯中)
リトミック(い子)

卒業式(飯中)
3学期終業式(小学校)

避難訓練(3園)
図書館読み聞かせ(い子)

卒業証書授与式(小学校)
誕生日会(い子)

後期選抜合格発表(飯中)
年度末休業～31日(小学校)

おたのしみ会(い子) 特別保育(3園)

休館日(図書館)

　　【春分の日】

手形をとろう(い子)
休館日(図書館) ベビーヨガ教室(い子)

避難訓練(い子)
卒園式(3園)

特別保育(3園)
土曜開所日(い子)

3～5年登校(七小)
年度末特別保育～31日

(3園)
月末休所日(い子)

休館日(図書館)

登校日(飯中)
新5・6年生登校(飯小)

休館日(図書館)
午後休所(い子)
休館日(図書館)

【つどいのひろば】
A9:30～P4:00

【子育て相談】
A8:30～P5:00

☎0265-86-8131

■３月のイベント【記載がない場合 要予約】
※詳しくはセンターで配布する予定表をご覧ください

子育て支援センター 子育て支援センター 
（いいっ子センター）（いいっ子センター）

※�場所の表記がないイベントはいいっ子センターで
行います。

▶食の講話（講師：土村みどり管理栄養士）
　日時:３月２日(木)　午前10時～

▶MMCひなまつりコンサート（出演：MMCの皆さん）
　日時:３月５日(日)　午前10時30分～

　場所：飯島町文化館 小ホール

▶ママヨガ教室（講師：伊藤祐奈先生）
　日時:３月８日(水)　午前10時～

▶金澤先生子育て相談会（講師：金澤ルミ子先生）
　日時:３月10日(金)　午前10時～

▶親子リトミック（講師：木下妙子先生）　
　日時:３月14日(火)

　①ベビーリトミック　午前９時45分～10時30分

　②キッズリトミック　午前10時45分～11時30分

▶おたのしみ会
　日時:３月17日(金)　午前10時～

▶ベビーヨガ教室（講師：森下晏希先生）
　日時:３月23日(木)　午前10時～10時45分

　※�新型コロナウイルス感染症の状況により、 

イベントが延期・中止となる場合があります。

問 教育委員会 こども室

問子育て支援センター ☎0265-86-8131問住民税務課 生活環境係
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体育館開放日体育館開放日

日時：３月11日(土) 午後７時30分～９時

場所：飯島体育館、田切体育館、本郷体育館

　　　Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

※��Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館にニュースポーツ体験

コーナーを設置します。

■赤ちゃんメモ（場所：西庁舎保健センター）

〇３か月児健康診査
　日時：３月７日(火) 午後１時
　対象：令和４年11月生まれ

〇５か月児育児相談
　日時：３月15日(水) 午前９時20分
　対象：令和４年10月生まれ

〇７か月児育児相談
　日時：３月15日(水) 午前９時20分
　対象：令和４年８月生まれ

〇９か月児健康診査
　日時：３月７日(火) 午後１時
　対象：令和４年５月生まれ

〇12か月児育児相談
　日時：３月13日(月) 午前９時20分
　対象：令和４年２月～令和４年３月生まれ

〇２歳児育児相談
　日時：３月20日(月) 午前９時20分
　対象：令和３年１月～令和３年３月生まれ

〇３歳児健康診査
　日時：３月22日(水) 午後０時50分
　対象：令和２年１月～令和２年３月生まれ

■検診など

〇子宮がん検診【予約制】
　日時：月・水・木・金曜日　午後３時～４時30分
　場所：駒ヶ根高原レディスクリニック

〇献血
　日時：３月１日(水)　午前９時30分～11時30分
　場所：飯島町役場

みんなの健康みんなの健康

■休日歯科緊急診療

３月５日・12日・19日・21日・26日

場所：上伊那口腔保健センター（伊那市保健センター内）

受付：午前８時30分～午前11時30分　☎0265-78-8510

３月５日(日)
まつむら小児科医院(駒) 81-4700

山村眼科整形外科(駒) 82-6611

３月12日(日) よこやま耳鼻咽喉科医院(駒) 81-0185

３月19日(日) 座光寺内科医院(駒) 83-3222

３月21日(火) 東伊那すこやかクリニック(駒) 83-4024

３月26日(日) 秋城医院(駒) 83-2805

休日緊急当番医休日緊急当番医
市外局番　0265

(駒)駒ヶ根市、(飯)飯島町、(宮)宮田村、(中)中川村 

※都合により当番機関が変更になることがあります。

※�上記以外の上伊那郡内休日緊急当番医は「伊那市

ホームページ(２次元コード)」をご覧ください。

〇音楽療法（ストレスを解消したい方）
　日時：３月１日(水) 午前９時30分～11時
　場所：コスモス園
　問 健康福祉課 保健医療係

〇健幸教室　※いずれも火曜日 
　日時：３月７日・14日・28日
　　　　午前９時45分～11時45分
　場所：飯島町役場 西庁舎 営農研修室
　問 健康福祉課 高齢者福祉係

○フレイル予防教室
【七久保会場】場所：七久保林業センター
　日時：３月７日・14日　※毎週火曜日
　　　　午後１時30分～３時
　日時：３月２日・９日・16日　※毎週木曜日
　　　　午前10時～11時30分
【飯島会場】場所：飯島成人大学センター
　日時：３月３日・10日・17日　※毎週金曜日
　　　　午前10時～11時30分
　問 健康福祉課 高齢者福祉係

健康づくり教室健康づくり教室

問教育委員会 生涯学習係

問健康福祉課 保健医療係

問健康福祉課 保健医療係

■３月の番組予定 【放送時間】
午前6：30
 　 7：30
 　 8：30
 ※10：30
午後0：30
　　1：30
　※3：00
    5：00
 　 7：30
 　 9：30
   11：00
   12：00

６日～　営農センターだより　

13日～　地域共生フォーラム

20日～　１年生になったら

27日～　飯島町内の埋蔵文化財包蔵地(再)

※午前10：30～、午後3：00～の放送は
「いいちゃん貯筋体操」をお送りします。
※番組の切り替えは月曜の午後7時30分です。

ＣＡＴＶ行政チャンネル ＣＡＴＶ行政チャンネル デジタル「11」デジタル「11」

問総務課 秘書広報係
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記
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人のうごき 【２月１日現在】 人口 男 女 世帯数
（　）内は前月比 9,062 人 (-16) 4,459(-10) 4,603 人 (-6) 3,653 戸 (-12)
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いいちゃんメール登録受付中！！いいちゃんメール登録受付中！！
飯島町の情報をお届けしています。
右の２次元コードにアクセスして、
ながの電子申請から登録をお願いします。

広報いいじま未来飛行広報いいじま未来飛行
はマチイロアプリでもはマチイロアプリでも
配信しています。配信しています。

飯島町は2050年二酸化炭素排出量実質ゼロを目指します

飯島町カーボンニュートラル宣言飯島町カーボンニュートラル宣言

　私たちが使っている電気の80％以上は天然ガスや石炭などの化石燃料を使って発電されています。
また、その燃料のほとんどは海外から輸入されており、CO2排出の大きな要因となっています。
　2016 年から、さまざまな企業が電気を販売できるようになり、使う電気を選べるようになりまし
た。誰でもCO2 を排出しない再生可能エネルギーで作られた電気に変更することができます。例えば、

「信州Green でんき」は与田切発電所をはじめとした県内の水力発電所で発電された電気です。
　さらに、自宅の屋根に太陽光パネルを設置することで、発電した電気を使い、余った電気を売る
こともできます。電気を蓄電池や電気自動車にためておけば、停電の場合でも安心です。

　▶どんなエネルギーを使う？

　省エネ性・断熱性の高い家は、光熱費が安く済みます。屋外の寒さ・暑さの影響を受けにくいので、
１年を通して驚くほど快適です。
　特に、熱や冷気の60 ～70％は窓から屋内に侵入するので、樹脂や木製サッシの複層ガラス窓への
交換や、内窓の追加で断熱性能が向上します。
　さらに、太陽光パネルを取り付けて、年間のエネ
ルギー使用量を実質ゼロの住宅にすることもでき
ます。これを「ＺＥＨ」（ゼッチ）と呼びます。

　▶どんな家に住む？

　冷蔵庫、テレビ、エアコン、照明器具は省エネ性能の高い機器に買い替えること
で、消費電力が抑えられ、光熱費も節約できます。
　マイカーをガソリン車からハイブリッド自動車に変えると、CO2排出量が約30％、
電気自動車では約40％少なくなり、燃料費も抑えられます。

　▶買い替えのときに検討を

Vol. ３

電気も選べる時代に！
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